SONY * 歷 47 C 

USB ワイヤレス 7 ウス 


取扱説明書.保証書 

お買い上げいただきありびとラございます。 

端化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らない 
一""叫 と、火災や人身事故になることびあります。 

この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いくださ 
し、。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管 
してください。 


SMU-WF10 


◎ 2005 Sony Corporation Printed in China 


品名 光学式 USB ワイヤレスマウス 

型名 SMU - WF 10 
保証書 T 11-1001 A -3 


この位置に保証書フイルムを正しく合成して、フイルムを完成させること 
Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成菲林。 

在此位置插人保证书 L ツ完成胶片。 


A 警告安全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はまちびった使いかたをすると、火災や感電 
などにより人身事故につなびることびありを険です。事故 
を防ぐために巧のことを必ずお守0 ください。 


ま全のためのま意事頃を巧る 


注意事項をよ < お読み< ださい。製品全般のを意事項び記 
載されています。 


が障した5巧わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいた5、 
すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご 
依頼ください。 


— 、異常び起宝た S 


• 異常な音、においがした5 
• 巧部に水、異物が入った5 
• 製品を落としたり、キャビ 
ネットを破損したとき 



お買い上げ店ま 



たは ソニーサー 
ビス窓□に修理 
を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよつな表术をしてし^ます。表术 
の内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 


A 危険 


注意を促す記号 


この表示のを意事項を守5 
ないと、乂災•感電•漏 
液•発熱-破裂などにより 
死亡や大けびなどの人身事 
故び生じます。 


A 

を意 


行為を禁止する記号 


A 警告 


この表示のを意事項を守5 
ないと、火災-感電などに 
よ0死亡や大けびなどの人 
身事故につながることがあ 
0ます。 


0 

禁止 

分お禁止 


么注意 


この表示のを意事項を守5 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けびをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあります。 


A ぐ壬^]下記の注意事項を守5ないと 

公;王后 、 I けび をしたり周辺の 物品 
に損害を与えたりすること 
があります。 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所 
には置かない 

上記のよ5な場所に置くと、故障の原因となる 
ことびあります。取扱説日月書に記されている使 
用条件 lil 外の環境でのご使用は、故障の原因と 
なることがあ0ます。 


禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると故障の原因とな0 
ます。万一、水や異物び入ったとき 
は、お買い上げ店またはソニーヴー 
ビス窓□にご相談ください。そのま 
まコンピュータに接続すると、コン 
ピュータの故障の原因になることび 
あります。 


Q 

禁止 



内部を開けない 

内部の点検、修理はお買い上げ店またはソニー 
サービス窓口にご依頼ください。 


分お禁止 


直射日光のあたる場所や熱機具の近く 
に設置-保管しない 

内部の温度び上びり、故障の原因となることび 
ありまず。 


Q 

禁止 


電池についてのま全上のご 

ミ主意 

瓶漏れ • 破裂 • 発熱 • 発乂 による大けが 

や失明を避けるため、下記の注意事項を必 
ずお守りください。 

( \ 

本機では处下の電池をお使いいただけます。 

電池の種類については、電池本体上の表示をご確認く 
ださい。 


乾電池 

アルカ U 単3形 


应^危険 1 

乾電池が液漏れしたとき 

乾電池の液び漏れたときは素手で液をさわ6な 

い 

液び本体内部に残ることげあるため、お客様ご相談セ 
ンターまたはソニーヴービス窓口にご相談くださし、。 
液び目に入ったときは、失明の原因になることびある 
ので目をこす5ず、すぐに水道水などのされいな水で 
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 
液び身体やな服についたとさち、やけどやけびの原因 
になるので、すぐにされいな水で洗い流し、皮膚に炎 
症やけびの症状びあるときには医師に相談してくださ 
い。 


A 警告 


• 機器の表示に含わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しなし、。 

• 火の中に入れない。分觸、加熱しなし、。 

• コイン、キー、ネックレスなどの責金属類と一緒に携 
帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさを 
取0はずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使 
わない。 


么注意 


• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびした0傷つけたりしな 
い。 

• 指定された種類!^处がの電池は使用しない。 


電波障害自主規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議尝 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としてい 
ますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあ 
ります。取扱説明書に従って正しい取0扱いをして下 
さし、。 


• Microsoft および Windows は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

•その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般 
に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、本で 
中では™、贷マークは明記していません。 


主な仕様 


インターフェイス USB 
コネクタ US 巨 プラグ 

分解能 800 counts/inch 

送信周波数 27 MHz 

チヤンネル 1 ch 819日 ID 

電弼虽度 500 [ jV/m 

到達距離 約1 m (この距離は、おおよその目安であり受 

信環境により短くなる場合びあります。） 

電源 単3形アル カ U 乾電池 X 2 

対応機種 - USB A 端テ付きノくソコン 

- IBM PC / AT 互換機に PU はペンテイアムネ目 
当政 上） 

み 1 応 0 S - Windows XP Media 

Center Edition 200日、 

Windows XP Media 
Center Edition 2 日04、 

Windows XP Professional 、 

Windows XP Home Edition . 

Windows 2000 Professional 、 

Windows Millennium Edition 
(上記政外の OS ではご使用になれません。ま 
た、日本語版標準インス!-ールのみ対応で 
す。 0 S アップグレードパソコンは動作保証さ 
れません。） 

動作温度 5む〜35む 

動作湿度 20 %〜80 % (結露のないこと） 

保巧温度 -10 で〜60む 

保巧湿度 10 %〜90 % (結露のないこと） 

外お寸法 マウス本体約58 X 42 X 115.5 mm 

(幅 X 高さ X 奥行さ） 

受信ユニット約19 X 13 X 74 mm 
(縦 X 横 X 高さ） 

受信ユニットスタンド約05日 X 28 mm 
(直径 X 高さ） 

約 1.5 m (コードの長さ） 


質量 マウス 本体 約80 g (電池含む） 

受信ユニット約 13 g 

受信ユニットスタンド約36 g (コード部含む） 

電池持続時間 約6ヶ月（一般使用時）（注）（アルカ IJ 乾電池使 


巧） 

付属品 受信ユニット（1)、受信ユニットスタンド（1)、 

単3お乾電池（2、お試し用)、取扱説明書-保証 
書 （1) 


妊）1日8時間マウス POWER ON / OFF スイッチを ON にし、そ 
の内の10%をマウス動作させた場合の理論値です。 


仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ 
0ますび、ご了承ください。 


お使いになるまえにお読み< 
ださい 

• 本マウスは 、 Windows XP Media Center Edition 
SOO 日 、 Windows XP Media Center Edition 2004、 
Windows XP Professional、Windows XP Home 
Edition、Windows 2000 Professional、Windows 
Millennium Edition のみ対応です。 

(日本語版標準インス!ルのみ対応です。） 

• 本マウスは、上記！;^外の 0 S での動作を保証しておりま 
せん。 

• 本マウスは、上記 0 S のプ U インストールされたコン 
ピュータかでの動作を保証しておりません。 

• 本マウスは、 0 S をアップグレードしたコンピュータで 
の動作を保証しておりません。 

• 本マウスは、コンピュータの環境によっては、対応機種 
であってわ動作を保証しておりません。 

• 本マウスは、光学式センサーを使巧したマウスです。 
光学式センサーの特質上、ガラス、鏡、光ミ尺のある面な 
ど、マウスをお使いになる場所によってセンサーび誤動 
作し、正常に動かないことびあります。その場合、マウ 
スパッドをお使いになるか、他の物を下に敷くか、また 
は場所をかえてお使いください。 

(* 一部のマウスパッドで、マウスの動作げおかしくな 
ることがあ0ます。） 

• 本マウスの受信ユニットを USB 端子へ接続するとさ 
に、プラグを傾けたり、ゆっく 0差し込んだりすると誤 
動作の原因となることびあります。接続するとさは、重 
直にすばや < 差し込んで < ださし、。 

• お使いのコンピュータによっては、 USB 端テに接続し 
てちマウスげ認識されず動作しない場含びあ0ます。そ 
の場含は US 目プラグを抜さ、約5秒待ってか5再び差し 
込んでください。それでも動作しない場合は、マウスの 
受信ユニットを接続したままコンピュータの電源を 
シャットダウンして、約30秒後に再び起動してくださ 
い。 

• スチール製の机、または机の種類によっては、到達距離 
1 m 政内であってを、極端に電波の受信状態び悪くなる 
場合びあります。その場をは、の方法を試してみて 
<ださい。 

-厚手のマウスパッドなどを使って、マウスと手首び直 
接机に触れないよラにする。 

-受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、で 
さるだけマウスに近づけて置く。 

-受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、か 
し高い位置に置<。 

-受信ユニットスタンドのケーブルを束ねない。 

-受信ユニットスタンドのケーブルの置さかたを変え、 
机の表面か5離す。 

-受信ユニットスタンドの設置ち向を変える。 

• マウスを使用するときは、 US 巨八ブは使巧しないで、 
コンピュータの USB 端テに受信ユニットまたは受信ユ 
ニットスタンドを直接接続して<ださし、。 


使用上のご注意 


使用-巧管場所について 


湿気のをいところや温度の高いところ、激しい振動のある 
ところ、直射日光の当たるところで使巧したり保管しない 
で < ださい。 


操作について 


急激な温度変化は避けてください。寒いところか5隱かい 
ところに移した0、室温を急に上げた直媛は使わないでく 
ださい。内部に結露び生じている場合があ0ます。 


異常や不具合び起をた6 


万一、異常や不具合び起きたとを、異物び中に入ったとき 
は、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依 
頼ください。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
に保存してくださし、。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をちラ1度ご賣になってお調べください。 
また、下記「お問い合わせ窓口のご案内」にある URL か 
ろ 、カスタマーサポートのホームページもあわせてご賣く 
ださい。 

それでち具含の悪いときは 

お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓□にご相談 
<ださし、。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 
詳しくは保証書をご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場をは、ご要望により有料 
で修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではマウスの補修用性能部品（製品の機能を維持する 
ために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有してい 
ます。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただ 
きます。保有期間び経過したあとわ、故障箇所によっては 
修理可能の場をびあ0ますので、お買い上げ店またはヴー 
ビス窓□にご相談ください。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や 巧術的なご質問、故障と思われると 
きのご 相談については、下記のお問い含わせ先をご利庙くださ 
い。 

ホームページで調べるには与> コンピュータ関連 
アクセサリーカスタマーヴポートへ 

http :// www . sony . co . jp / support / pc - acc / 

マウスに関する最新ヴポー ト 情報や、よくあるお問い合わせと 
その回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 与> お客様ご相談 
センターへ（下記ナビダイヤル- FAX 番号） 

本機の商品カテゴ U —は[オーディオ商品]-[ラジオ-ラジカセ 
などのル型オーディオ]です。 

お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

♦型名： SMU - WF 10 
♦ ご相談内容：でさるだけ詳しく 
♦お買い上げ年月日 
♦ご使用のパソコンの環境 
-ご使庙のパソコンの機種名 
-メモ U —容量 
-八ードディスクなどの容量 
- 0 S の種類 


• http://www.sony.co.jp/sonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

参ナビダイヤ J レ .SS0 已 70-00-33 11 

(全国どこからでを巿内通話料でご和用いただけます） 

•携帯電話 -PHS でのご利用は 03-5448-3311 

(ナビダイヤルびご利用でさない場合はこちらをご利用<ださい） 

• FAX. 0466 -31-2 曰95 

受付時間：月〜金9:日日〜20:00 ± .日-祝日日:00〜17:00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


本体/付属品をおかめる 

本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確かめて 
ください。不足しているものびあ0ました5、お買い上げ 
店またはソニーサービス窓□、お客様ご相談センターにご 
連絡ください。 

マウス SMU - WF 10 受信ユニット 

SMU - WFRC 110 



受信 ユニッ トスタンド SMU - WCUS 110 



単3お乾電池に本、お試し用) 
取扱説明書*保証書 （1 部） 


る部のなまえ 

マウス 



正面 



固 

因 

圃 


受信 ユニット 


□ 一一回 


表面 

田マルチフアンクシヨン 
ホイールボタン 

回ちボタン 
回左ボタン 
团 FUNCTION スイッチ 
固電池フタ 

固 POWER 

OFF / ON スイッチ 

团 SET ボタン 

受信ユニットとマウス 
を認識させるときに使 
います。 


czf 予 、、 

^-圆 

測面 

固巧学センサー LED 
图モニター LED 

マウスか！5の電波を受け 
ると、緑色に点滅しま 
す。電化び消耗すると、 
赤色し点;臧します。 

圆 SET ボタン 

マウスと受信ユニットを 
認識させるとさに使いま 
す。 


ソニー巧式を社 T 1 08-0075 東京都港区港南 1-7-1 
















V ヒント 

受信状態を安定させるために、 
図のように受信ユニットスタン 
ドをコンピュータ側に置さ、マ 
ウスを手前に置いてください。 
その際には、マウスを動作させ 
て、マウスからの信号を受信し 
やすい位置に受信ユニットスタ 
ンドを設置して < ださい。 



2 受信ユニットスタンドをコンピュータの USB 端テに接 
続ずる。 


ワイヤレスマウスを使ラための 
設定 

本マウスをはじめて使う前に、受信ユニットにマウスを認 
識させます。 

はじめに、受信ユニットをコンピュータに接続してくださ 
い。接続ち法については、「ワイヤレスマウスを接続する」 
をご覧ください。 

ご注意 

受信ユニットとマウスを1日 cm 位に近づけて、認識させてくださ 
し、。（認識び終了するまでは、マウスを受信ユニットから離さない 
でください。） 

1 受信ユニットの側面にある SET ボタンを f 甲ず。 

モニターに D が緑色にゆっくりと点滅します。 



受信 ユニッ トのモニター！ _ ED が緑色にゆっくりと点滅 
している間に（約60秒間）、マウス底面にある SET ボ 
タンを押ず。 

受信ユニットびマウスを認識すると、モニター LED の 
緑色び早く点滅し（約2秒間)、 

設定び終了します。 ^ 

正し<設定びでさると、マウス 
を動かしたときに、受信ユニッ 
卜のに夕 -|_ ED び緑色に点ミ威 
し、ポインタが動をます。ポイ \ 

ンタが動かない場合は、もう1度 

手順1から行ってください。 ^**^^*^ 


巧障かな？とおった6 

修理にお出しになる前に、わう1度点検してください。そ 
れでも正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソ 
ニーサービス窓口、お客様ご相談センターにお問い合わせ 
<ださし、。 


症状_原因/対策_ 

USB 端子にマウス • 複数の uses 端子を持つコンピュータを使ってし、 

を接続した5「新 る。 

しいデバイスの追 -コンピュータによっては、 USB 機器用ドラ 

加ウィザード J が イバは端子ごとにインストールする必要び 

表示された あります。 r 新しいデバイスの追加ウィヴー 

ド」の[キャンセ J レ]をク U ックして、すで 
にドライバをインストールしてある USB 端 
テにつなぎ直すか、それぞれの端子にドラ 
イバをインストールしてくださし、。 

マウスプ□パティ • USB 端子にマウスび2つな上接続されている。 

の設定が有効にな 一他のマウスを外して<ださい。 

日なし 1 • SMU - S 1、 SMU - C 1 などに付属されている 

ユーティ U ティードライバソフトをインストー 
ルしてし'!る。 

一 SMU - S 1、 SMU - C 1 などに付属されている 
ユーティ U ティードライバソフトには対応 
していません。アンインストールして再起 
動してください。 OS でヴポートされている 
マウスのプ□パティの設定び有効になりま 
す。アンインストールのしかたについて 
は、お使いのソフトウェアの取扱説明書な 
どをご覧ください。 

• 他のマウス （ SONY 製も含む）のユーティ U 
ティードライバソフトびインストールされてい 
る。 

ーアンインストールして再起動してくださ 
し、 0 S でヴポートされているマウスのプ n 
パティの設定び有効になります。アンイン 
ストールのしかたについては、お使いのソ 
フトウェアの取扱説明書などをご覧<ださ 
し、（ノートブックコンピュータでは、タッ 
チパッド機能び損なわれます。） 


ごま意 

受信ユニットとマウスの設定時！;!州こ、マウス側の SET ボタンを 
押さないよラにしてください。受信ユニットの認識び解除され、 
動作できなくなります。 

SET ボタンを巧してしまい、動作でをなくなった場合は、「ワイヤ 
レスマウスを使ラための設定」をちラ1度行ってください。 


ワイヤレスマウスの設置損境に 
ついて 

• 受信ユニットスタンドを使用する場合は、コンピュータのモニ 
ター、壁光丹などの電磁波を発生する機器から 20 cmi ； Lb 離し 
て使用して < ださい。 

• スチール製の机、または机の種類によっては、到達距離 1 m 政内 
であってち、極端に電波の受信状態び悪<なる場合びありま 
す。その場をは、政下の方法を試してみてください。 

-厚手のマウスパッドなどを使って、マウスと手首び直接机に 
触れないよラにする。 

-受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、できるだ 
けマウスに近づけて置<。 

-受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、少し高い 
化置に*<。 

-受信ユニットスタンドのケーブルを束ねない。 

-受信ユニットスタンドのケーブルの置きかたを変え、机の表 
面から離す。 

-受信ユニットスタンドの設置方向を変える。 

• マウスや受信ユニットの近くに机切がの金属製のちのびある場 
合は、 20 cm 政上離して使用してください。 

• 電波の受信範囲は約 1 m ですび、電波障害を受けやすい環境では 
受信範囲び狭くなりますので、ご注意ください。 

• 受信部の約 1 m 政内で、本機政がの同じ周波数帯を使用した機器 
を使用していると、電波障善のためポインタび動かなくなる場 
合びあります。その場合は、受信ユニットと本機のマウスを近 
づける、または他の機器から離して使苗してください。 

• 受信ユニットとマウスは、なるべく近づけて使用してくださ 
し、また、受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して使 
用する場合、マウスより手前に置くと手などの影響を受けやす 
<、受信状態び悪<なるのでお薦めでさません。 


マルチフアンクシヨンホイール機能 

本マウスは、マルチフアンクシヨンホイールボタンを左ちに傾けることにより、左ちスク□ールなどをするマルチフアンクシヨンホイール機能を搭載しています。 
マルチフアンクシヨンホイールボタンの働きは、マウス底面の FUNCTION スイッチにより]^: TF のように切り換えられます。 


*1 対応ソフトウエア ： Microsoft Internet Explorer 5. x 、6. x、Netscape Navigator 4. x 、6. x 、7 .x 

が使巧しているソフトウェアによっては、コピー時の選択を解除できないことがあります。その場合は、ダブルク U ックをずるか、キーボードの 「 Enter 」 キーを押してください。 
*3 はじめか5ボリュームを上げすざないよラにを意してください。突然大きな音び化ないよラにマスタ音量は徐々に上げてください。 


マウスがまったく • 受 f 言ユニットのモニター LED びホ色に点滅して 
動作しない/ポイ いる。 

ンタが動かない 幸斤しい電池に交換して<ださし、。 

(マウスをしば5<使わなかったとさや、コ 
ンピュータの電源を OFF にしたりすると、 
モニター LED のホ色び一時的に消える場合 
びありますび、マウスを使いしばらくずる 
と再び点滅します。モニター LED び赤色に 
点滅したら、早めに電池を交換してくださ 
い。） 

• マウスからの電波を受信ユニットび受信してい 

なし、 

一受信ユニットを受信ユニットスタンドに接 
続して、マウスに近づけてください。マウ 
スか5の電波を受信ユニットび受信する 
と、モニター LED び緑色に点滅します。そ 
れでを受信しない場合は、「ワイヤレスマウ 
スを使ラたゆの設定」ををラ1度行って<だ 
さい。また、「ワイヤレスマウスの設置環境 
について」を参照して<ださし、。 

• 読み取りセンサーび正し<動作していない。 

- 光学読み取0センサーの特質上、マウスを 
使ラ場巧（ガラス、鏡など光沢のある面）に 
よっては、センサーび誤動作し、正常に動 
かない場合びあ0ます。その場合は、マウ 
スパッドを使ラか、他の物をマウスの下に 
敷<、または場所を蜜えてお使いくださ 
い。 

• USB コネクタび正しく接続されていない。 

一起動しているソフトウェアを終了してか 

5、コネクタを接続し直してください。 
( USB 端子から、マウスの受信ユニットを 
含む USB 機器を损いたあとに再び接続する 
場合は、約己秒間待ってから接続して<だ 
さし、。） 

• USB 端子からの認識びされていない。 

ーコンピュータに別の USB 端子びある場合 
は、別の USB 端子に接続してみてくださ 
い。 

( USB 端子から、マウスの受信ユニットを 
含む USB 機器を损いたあとに再び接続する 
場合は、約日秒間待ってから接続して<だ 
さい。） 

ーマウスの受信ユニットを接続したままコン 
ピュータの電源をシャットダウンして、約 
30秒後に再び起動してください。それでち 
マウスびまったく動作しない場合は、何度 
かこの操作を繰り返してくださし、。 

• コンピュータで USB び認識されていない。 

一動作する他のマウスまたはキーボードを使 
用して、次の内容をお試しください。「コン 
卜 n —ルバネル」か5「システム」を開さ、 
デバイスマネージャの項目を確認して<だ 
さい。 USB デバイスアイコンや7ウスアイ 
コンに「！」び表示されている場をは、 r !」 
を選び「削除」をク IJ ックし、コンピュータ 
を再起動して < ださい。 

• BIOS で USB び認識されていない。 

ーコンピュータのデフオルト設定で 、 BIOS 
設定の USB ポートび「無知！ ( Disabled ) 
になっている場合びあります。コンピュー 
夕の取扱説明書などに従って USB ポートを 
r 有効 j ( Enabled ) に変更してください。 

• A ブやキーボード経由の接続をしている。 

ーコンピュータに直接接続してみてくださ 

い。 

• POWER OFF / ON スイッチび OFF になってし、 

る。 

一 POWER OFF / ON スイッチを ON にしてく 
ださい。 


マウスを動かして • マウスからの電波を受信ユニットび受信してい 

ち、ポインタがと ない。 

さどを動かない 一受信ユニットを受信ユニットスタンドに接 

続して、マウスに近づけてください。マウ 
スを動作させたとさ、マウスからの電波を 
受信ユニットび受信すると、モニター LED 
び緑色に点滅します。それでち動かない場 
合は、「ワイヤレスマウスを使うための設 
定」ををラ1度行ってください。 

•近くで、別のワイヤレスマウスを使巧してし、 

る。 

一本マウスを、他のワイヤレスマウスか5約 
1 m 政上距離をあけて、使用してくださし、。 

•近くに電磁波を出ず電子機器びある。（モニ 

ター、壁光打など） 

一受信ユニットおよびマウスを電子機器よ0 
離して使用して < ださい。 

• 読み取りセンサーび正し<動作していない。 

一光学読み取りセンサーの特質上、マウスを 
使ラ場所（ガラス、鏡など光沢のある面）に 
よっては、センサーび誤動作し、正常に動 
かない場合びあります。その場合は、マウ 
スパッドを使うか、他の物をマウスの下に 
敷く、または場所を変えて使巧してくださ 
し'!。 

マウスのボタンを • マウスからの電波を受信 ユニッ トび受信してい 

押しても反応しな なし、。 

い -受信ユニットを受信ユニットスタンドに接 

続して、マウスに近づけてください。マウ 
スからの電波を受信ユニットび受信する 
と、モニター LED び緑色に点滅します。そ 
れでち動かない場合は、「ワイヤレスマウス 
を使ラたゆの設定」ををラ1度巧ってくださ 
し'!。 

• USB コネクタび正しく接続されていない。 

一起動しているソフトウェアを終了してか 
日、コネクタを接続し直してくださし、。 

• 対応な外の 0 S を使用している。 

_一 対応 0 S をお使いください。_ 

スク□ールしない • マウスからの電波を受信 ユニッ トび受信してい 

なし、。 

-受信ユニットを受信ユニットスタンドに接 
続して、マウスに近づけてください。マウ 
スからの電波を受信ユニットび受信する 
と、モニター LED び緑色に点滅します。そ 
れでち動かない場合は、「ワイヤレスマウス 
を使ラたゆの設定」ををラ1度巧ってくださ 
し'!。 

• 対応な外の 0 S を使用している。 

- 巧応 0 S をお使いください。 

• スク □- ル機能に対応していないソフトウェア 

を開いている D 

-ソフトウェアによっては、スク □- ル機能 
に対応していない場合びあ0ます。 

マルチファンク • ソフトウェアびズーム機能に対応していなし、。 

ションホイールを ーズーム機能に対応したソフトウェアのみ機 

回転してもズーム 能します。 

機能が動作しない_ 

マウスを動かし、 • マウスびス IJ ープモードになっている。 

ポインタが動くま ーマウスをしばらく使わないと、電池の消耗 

でに時間がかかる をかなくするためス U —プモードになりま 

す。ポインタび動さだすまでに時間びかか 
_りますび、故障ではありません。_ 

モニター LED が才 • 電池残量びかなくなっている。 

レンジ色に点滅ず ーマウスか5の電波を受信ユニットび正常に 

る 受信していることを知らせる緑色と、電池 

の交換を知5せるホ色び混ざり、オレンジ 
色に見えます。電池残量びかなくなってい 
ますので、新しい電池と交換してくださ 
し'!。 

ノートブックコン • ノートブックコンピュータに内蔵されているポ 

ピュータでポイン インティングデバイスび優先されている。 

夕速度が設定でき ーノートブックコンピュータの仕様によって 

ない は、マウスプ n バ ティ でポインタの設定速 

度を蜜更してを、タッチパッド操作でのポ 
インタ速度のみび変更されて、マウス操作 
でのポインタ速度は変更されない場合びあ 
0ます。 

マウス使用時で • USB 機器は使用中でを、コンピュータび省電力 

も、液晶ディスプ 動作モー円こ入る機器びあります。 

レイが暗くなった 一省電力動作モードに入らないよラにするに 

り、省電力動作 は、ノートブックコンピュータのパワーマ 

モードに入る ネジメント機能の設定を変更します。詳し 

くは、ノートブックコンピュータ本体の取 
撮説明書、または電子マニュアルをご覧く 
ださい。 

ータッチパッドあるいはキーボードを操作す 
ると、省電カモードから復帰します。 


ワイヤレス7ウスを接続する 

本マウスは、 USB 接続に対応したワイヤレスマウスです。 
本マウスは、受信ユニットをコンピュータの USB 端テに 
接続するだけで認識され、使巧でさるよラにな0ます。 
はじめて本マウスを使巧するときは、受信ユニットをコン 
ピュータに接続したあと、初期設定が必要です。初期設定 
については、「ワイヤレスマウスを使ラための設定」をご 
覽< ださい。 

はじめに 

現在ご使巧中のマウスび接続されている場合は、そのマウ 
スを取0はずしてください。 

ごま意 

. 受信ユニットを USB 端子に接続するとをやコンピュータを起動 
する際に、受信ユニットのモニター LED び一時的にホく点'なす 
る場合びあります。マウスび認識されると消灯しますので、故 
障ではありません。 

• 本マウスの受信ユニットをコンピュータに接続するとを、また 
はコンピュータを起動するときは、認、識されるまでマウスを動 
かさないで < ださい。 

• USB 八ブを使ってコンピュータに接続しないでください。 

. コンピュータや 0 S の状況によっては、動作しなかったり、動作 
び不安定となったりすることびあります。その場合は、「故障か 
な？と思ったら」をご覧ください。 

. USB 端テから受信ユニットを抜いたあとに、再び差し直す場を 
は、約5砂待ち、再び差し込んでください。（デバイスの認識び 
されない場合びあります。） 

. 受信ユニットをコンピュータに接続した状態で、受信ユニット 
に力を加えると、受信ユニットび破損したり、コンピュータび 
故障したりする場合びありますので、注意して<ださい。 

. ノートブックコンピュータを持ち運ぶときは、必ず受信ユニッ 
卜を取りはずしてください。（ノートブックコンピュータに）受 
信ユニットを接続したまま持ち運ぶと、破損の原因になる場を 
びあ0ます。 

• 受信ユニットは本機専巧です。他のマウスに使巧したり、他の 
マウスの受信ユニットを本機に使巧したりしないで<ださい。 

1 コンピュータを起動ずる。 

2 受信ユニットをコンピュータの USB 端子に接続ずる。 

コンピュータがマウスを自動的に認識し、使用でさる 
よラになります。 

ごま意 

• 一部のコンピュータでは、 0 S のディスクを要求される場合びあ 
ります。その場合はコンピュータの指示に従って操作してくだ 
さい。 

• 再起動の>^ッセージび表おされた場含は、 Windows を再起動し 
て < ださい。 

•安ヒント 

. 本マウスの受信ユニットは、コンピュータの電源び入った状態 
でち、接続したり取りはずしたりすることびでさます。 

• ポインタの速度設定などは、マウスプロパティを開いて行って 
<ださい。 

受信ユニットスタンドの巧いかた 

USB 端テびコンピュータの背面にあった0、コンピュー 
夕の本体を机の下に設置してあるなど、マウスを受信ユ 
ニットか5離れた所で使ラとを、あるいはお使いのコン 
ピュータによ0受信ユニットを挿入できない場合は、受信 
ユニットを付属の受信ユニットスタンドに接続すると、受 
信ユニットをマウスの近くに置いて使えるよラになりま 
す。 

1 受信ユニットスタンドのジャック部に受信ユニットを 
図のよラに差し込む。 

受信ユニットの凹部と受信ユニットスタンドの凸部を合わせて 
<ださい。 



ごま意 

この受信ユニットスタンドは、本マウスの受信ユニット専用で 
す。他の機器は絶対に差し込まないでください。 


電ホの入れかた 

1 マウス本体底面にある POWER OFF / ON スイッチを 
OF 鬥こずる。 


2 電池ケースのフタを図のよラに開け、+と一の向さを 
確認して乾電池2本を入れる。 


3 電池のフタを図のよラに閉じる。 

POWER OFF / ON スイッチを ON にすると、光学センサー 
LED び点滅します。 


ごま意 

• 付属の乾電池はお試し巧ですので、新しい乾電池より使用時間 
び短くなります。お使いになる際には、新しいアルカリ乾電池 
をおすすめします。 

• 航空機内での無線機器の使用は、航空機の運行に支障をさたす 
恐れびあるため禁止されています。マウスを機内に持ち運ぶ場 
合は、ボタンなどび巧され、電波び発生する恐れびありますの 
で、電池を抜いて携帯してください。 

節電について 

本マウスは、電池の消耗を抑えるために POWER OFF / 
ON スイッチとス U —プモード機能を搭載しています。 

POWER OFF / ON スイッチ 

本マウスの POWER OFF / ON スイッチを OFF にすると、本マウ 
スの電源を切ることびでを、電池の消耗を抑えます。 

ス U — プモード 

マウスをしばらく使わないと入力び感知されないため、自動的に 
ス U —プモードに入り電池の消耗を抑えます。 

マウスを使わないときは 

図のよラにマウスの底面にあ 
る POWER OFF / ON スイッ 
チを OFF に切0換えておく 
と、電池の消耗を抑えること 
がでさます。 

ただし長時間使巧しないとさ 
は電池を抜いておいてくださ 
い。 

電池の交換時期 

電池び消耗してくると、受信 ユニッ トのモニター LED がホ 
色に点滅します。赤色に点滅しだした5、新しいアルカリ 
乾電池をご用意ください。（コンピュータの電源び OFF の 
とさは、モニター LED は点滅しません。） 

LED び赤色に点滅し、マウスか5の送信距離び短くなった 
などと感じた場合は、ワイヤレスマウスの機能を引き続を 
利巧するために新しい電池に交換して下さい。 

ごま意 

電池び消耗し、モニター LED び赤色に点滅している際にマウスを 
動かすと、モニター LED びオレンジ色に点滅ずる場合びありま 
す。これは、電池の交換を知らせる赤色と、受信ユニットびマウ 
スからの電波を受け取っていることを知らせる緑色び同時に点滅 
するためで、故障ではありません。 

電池を交換しても、モニター LED び緑色に点滅しない場合は、「ワ 
イヤレスマウスを使ラための設定」を確認して、ちラー度設定し直 
して < ださい。 


















